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はじめに 

 

 豚熱（Classical swine fever）とは、豚熱ウイルス（以下、ＣＳＦＶ）の感染によって引き起こ

される豚といのししの感染症で、強い伝染力と高い致死率を示す1）。平成30年9月、国内で26年ぶり

に岐阜県の養豚場において豚熱が発生したことを受けて、野生いのししを対象とした全国的なサーベ

イランスが開始され、令和6年1月時点で34都府県において豚熱感染野生いのししが確認されている2）。

本県においても平成30年9月から死亡いのししのＣＳＦＶ ＰＣＲ検査を開始し、令和元年10月からは

捕獲いのししのＰＣＲ検査と豚熱抗体検査を開始した。さらに、豚熱に加え諸外国で発生が見られる

アフリカ豚熱の検査についても令和元年10月から開始した。本稿では、本県の約5年間における野生

いのししの豚熱感染状況について報告する。 

また、追加調査として、国内流行野外株の浸潤状況を把握することを目的に、ＣＳＦＶ ＰＣＲ陽

性検体に対するＣＳＦＶ Genotype1型識別検査を実施した。さらに、宿主の免疫抑制をすることが示

唆される病原体である豚繁殖・呼吸障害症候群（以下、ＰＲＲＳＶ）及び豚サーコウイルス2型（以

下、ＰＣＶ2）について、野生いのししのＣＳＦＶ感染への関与を調べるため、浸潤状況調査を実施

したので、併せて報告する。 

 

材料と方法 

 

１ ＣＳＦＶ ＰＣＲ検査 

（1）材料 

死亡いのしし臓器（扁桃・脾臓・腎臓）106検体（採材日：平成30年9月～令和5年11月末）



及び捕獲いのしし（血清）1,837検体（採材日：令和元年10月～令和5年11月末）を供試した。 

 （2）方法 

   抽出は、High Pure Viral Nucleic Acid Kit(Roche)を用いて実施し、ＰＣＲ検査は特定家畜

伝染病防疫指針「豚熱の診断マニュアル」3）に従い実施した。また、検査開始当初から令和 5 年

5 月まではコンベンショナルＰＣＲ法で実施し、以降はリアルタイムＰＣＲ法（CSFV/ASFV 

Direct RT-qPCR Mix＆Prime/Probe with ROX Reference Dye TaKaRa）で実施した。 

 

２ 豚熱抗体検査 

 （1）材料 

   死亡いのしし（血清）2 検体（採材日：令和元年 10 月～令和 5 年 11 月末）及び捕獲いのしし

（血清）1,834 検体（採材日：令和元年 10 月～令和 5 年 11 月末）を供試した。 

 （2）方法 

酵素免疫測定法（豚熱エライザキットⅡ ニッポンジーン）により実施した。 

 

３ ＣＳＦＶ Genotype1 型識別検査 

 （1）材料 

   ＣＳＦＶ ＰＣＲ陽性 94 検体（採材日：平成 30 年 9 月～令和 5 年 10 月末）を供試した。 

 （2）方法 

抽出は High Pure Viral Nucleic Acid Kit(Roche) を用いて実施し、ＰＣＲ検査は、   

CSFV(Genotype1)Direct RT-qPCR Mix & Primer/Probe（TaKaRa）によるリアルタイムＰＣＲ検査

を実施した。 

 

４ ＰＲＲＳＶ及びＰＣＶ2 の浸潤状況調査 

 （1）材料 

   ＣＳＦＶ ＰＣＲ陽性 96 検体（平成 30 年 9 月～令和 5 年 11 月末）及びＣＳＦＶ ＰＣＲ陰性

95 検体（令和 5 年 4 月～令和 5 年 10 月末）の計 191 検体について実施した。 

 （2）方法 

抽出は High Pure Viral Nucleic Acid Kit(Roche)を用いて実施し、ＰＲＲＳＶはＯＲＦ6-7

遺伝子を標的とした既報５）に従い、ＰＣＶ2 はＯＲＦ2 遺伝子を標的とした既報４）に従いコンベ

ンショナルＰＣＲ検査を実施した。遺伝子解析は、ＰＣＶ2 のＯＲＦ2 遺伝子の配列をダイレク



トシークエンス法により決定し、得られたＯＲＦ2 遺伝子領域の塩基配列データと GenBank デー

タベースに登録されているＰＣＶ2 遺伝子 a～e の株のＯＲＦ2 配列データを基にして、GENETYX

ソフトを用いて近隣結合法により系統樹解析を実施した。 

 

検査結果 

 

１ ＣＳＦＶ ＰＣＲ検査 

死亡いのししで 106 検体中 38 検体、捕獲いのしし 1,837 検体中 60 検体の計 98 検体で陽性とな

り、陽性率は死亡いのしし 35.8％、捕獲いのしし 3.3％で、死亡いのししの陽性率は有意に高い結

果となった（表 1）。 

 

 

２ 豚熱抗体検査 

野生いのしし 1,836 検体中 291 検体で陽性となり、陽性率は 15.8％であった（表 2）。 

表 1 ＣＳＦＶ ＰＣＲ検査結果 

表 2 豚熱抗体検査結果 

 



３ 野生いのししの感染・免疫状況の推移 

検査結果から、約 5 年間の月毎の野生いのししの感染状況と免疫状況の推移をグラフで示した

（図 1）。グラフから大きく 3 つの傾向が認められ、1 つ目の傾向は令和元年 9 月から令和 2 年ま

での期間で、感受性個体（ＰＣＲ陰性、ＥＬＩＳＡ陰性）が大部分を占めていた。また、その期間

は、令和 2 年 1 月から経口ワクチン散布が開始され、3 月に捕獲いのししでＥＬＩＳＡ陽性を初め

て確認し、5 月には死亡いのししでＣＳＦＶ ＰＣＲ陽性を初めて確認した。2 つ目の傾向は令和 3

年から 4 年の期間で、感染個体（ＰＣＲ陽性）及び免疫獲得個体（ＰＣＲ陰性、ＥＬＩＳＡ陽性）

の占有率の増加が認められた。この期間には令和 3 年 7 月に県内養豚場での発生が確認されてい

る。3 つ目の傾向は令和 5 年以降の期間で、感受性個体の急激な増加が認められた。 

 

 

４ 県内の野生いのししＣＳＦＶ感染の分布 

令和 2 年 5 月に山梨県、東京都、本県の県境で初めて死亡いのししＰＣＲ陽性を確認し、その 1

年後、県央地域に感染が南下、2年後には県西地域に拡大し、令和 5年 11月末時点で県西地域の海

側、静岡県の県境まで感染が拡大した。令和 5年 11月末時点で、33市町村中 18市町村でＰＣＲ陽

性個体が確認されている（図 2）。また、R3 年 8 月末までのＰＣＲ陽性検体のシークエンス解析の

結果から、県内に侵入しているウイルスは 2 つのクラスターがあることを確認した。1 つ目のクラ

スターは県北から県央へ、2 つ目のクラスターは県西から県央へ感染の広がりが認められた（図

3）。 

図 1 野生いのししの感染・免疫状況の推移 



 

  

 

 

 

調査結果 

 

１ ＣＳＦＶ Genotype1 型識別検査 

ＰＣＲ陽性 94 検体で実施し、全て非 Genotype1 型となり、国内流行野外株と判定した。 

 

２ ＰＲＲＳＶ及びＰＣＶ2 の浸潤状況調査 

ＰＲＲＳ特異遺伝子は、191 検体全て検出限界以下であった。ＰＣＶ2 特異遺伝子は、191 検体

中12検体で陽性であった。この 12検体についてシークエンス解析を実施したところ、10検体は、

国内の豚で確認されている遺伝子型ＰＣＶ2aとＰＣＶ2dの株と近縁であることを確認した（図4）。

2 検体については、遺伝子量が少なく解析不可となった。また、検査を実施した 191 検体を検体状

況で比較したところ、ＰＣＶ2 特異遺伝子は、ＣＳＦＶ ＰＣＲ陽性検体と死亡いのしし検体で有

意に検出された（表 3）。 

 

 

 

 

図 2 県内の野生いのしし CSFV 感染の分布 

（令和 5 年 11 月末時点） 

図3 シークエンス解析結果（令和3年8月末時点） 



 

 

 

 

考  察 

 

ＣＳＦＶ ＰＣＲ検査の結果から、死亡いのししの陽性率が有意に高いこと、また、陽性検体は全

て国内流行野外株であったことから、ＣＳＦＶ感染は、豚と同様に野生いのししの衰弱または死亡に

関与したものと推察した。 

約5年間の月毎の野生いのししの感染状況と免疫状況の推移では、令和5年11月末時点において、

図 4 ＰＣＶ２のＯＲＦ2 領域の塩基配列に基づく分子系統樹 

表 3 ＰＣＶ2 の浸潤状況調査結果 

供試株は No.1、3～8、10～12 



感染個体及び免疫獲得個体は減少傾向、感受性個体は増加傾向の状態であった。このことから病勢は

小康状態に移行しており、新たな流行に注意が必要と考える。ＣＳＦＶ ＰＣＲ陽性検体は県北・県

央・県西地域で確認され、東京・埼玉方面及び山梨方面と一致する２つのクラスターを確認し、侵入

経路は少なくとも 2 ルートと推察した。 

また、ＰＲＲＳＶ及びＰＣＶ2 の浸潤状況調査の結果から、全ての検体でＰＲＲＳＶ特異遺伝子は、

検出されなかったものの、ＰＣＶ2 特異遺伝子は、ＣＳＦＶ ＰＣＲ陽性検体と死亡いのしし検体か

ら、国内の豚で確認されている遺伝子型ＰＣＶ2a とＰＣＶ2d の株と近縁である株が有意に検出され

たことから、ＰＣＶ2 は、ＣＳＦＶの感染、死亡に関与した可能性があると考えられた。この評価に

ついては、さらに検体数を増やし調査していく必要がある。 

今後も、継続して県内の野生いのしし感染状況の早期把握に努め、農場への侵入防止対策に活用し

ていく。 
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